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　４月５日（木）丹波小学
校入学式が行なわれ１名の児童が入学
しました。お兄さん・お姉さんにたく
さんのことを学んでください。

　３月13日（火）第65回丹波中学校卒業式が行
なわれ６名の生徒が丹波中学校を巣立っていき
ました。丹波山村のことを忘れずに高校生活を
送ってください。

　３月26日（月）丹波山村保育
所卒所式が行なわれ１名の児童
が卒所しました。

丹波中学校卒業式丹波中学校卒業式

丹波小学校
入学式
丹波小学校
入学式

丹波山村保育所卒所式丹波山村保育所卒所式

　
村
で
は
子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
の
た
め
平
成
24
年
度
か
ら
小
中

学
校
教
材
・
給
食
費
等
の
無
償
化

及
び
保
育
所
保
育
料
の
無
料
化
を

実
施
し
ま
す
。

▼
小
中
学
校

　
各
種
教
材
・
修
学
旅
行
・
校

外
学
習
等
に
か
か
る
費
用
を
無

料
（
制
服
・
か
ば
ん
等
個
人
の
私

物
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
対
象

外
）
と
し
ま
す
。
給
食
費
に
つ
い

て
は
全
額
負
担
を
い
た
だ
い
て
、

年
度
末
に
補
助
金
と
し
て
全
額
返

還
し
ま
す
。（
実
質
無
償
化
）

▼
保
育
所

　
保
育
料
を
無
料
と
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
小
中
学
校
教
材
等

　
教
育
委
員
会

　
☎
０
４
２
８
︲
８
８
︲
０
２
１
１

　
保
育
料

　
住
民
生
活
課

　
☎
０
４
２
８
︲
８
８
︲
０
２
１
１

小
中
学
校
教
材
・

給
食
費
等
の
無
償
化

　
　
　
　
及
び

保
育
所
保
育
料
の

無
料
化 

を
実
施
し
ま
す
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会　　計　　名 本年度予算 前年度予算 差引増減額 増減率
一　般　会　計 1,100,000 1,190,000 △ 90,000 △ 7.6

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業勘定 113,179 114,717 △ 1,538 △ 1.3
国民健康保険直診勘定 91,562 92,032 △ 470 △ 0.5
老人保健 0 1,000 △ 1,000 △ 100.0
簡易水道 25,443 25,500 △ 57 △ 0.2
水源の里保健休養施設 27,650 26,900 750 2.8
下水道 194,200 195,990 △ 1,790 △ 0.9
有線テレビ放送施設 7,561 6,822 739 10.8
教育奨励資金 3,004 2,500 504 20.2
介護保険 86,166 89,845 △ 3,679 △ 4.1
温泉事業 230,500 330,500 △ 100,000 △ 30.3
介護サービス事業 648 683 △ 35 △ 5.1
後期高齢者医療 13,837 13,150 687 5.2
小計 793,750 899,639 △ 105,889 △ 11.8

合　　　計 1,893,750 2,089,639 △ 195,889 △ 9.4

平成24年度当初予算一覧表	 （単位：千円、％）

　丹波山村議会３月定例会において、平成24年度の当初予算が
審議され、一般会計他11の特別会計の予算が決議されました。
　平成24年度予算は、厳しい財政状況の中事業の見直しをし歳
出の削減に努めました。一方、村の観光強化・インフラの整備
を進めるため、新たに公衆トイレ洋式化事業・奥秋松狩線の法
面工事等の予算を計上しました。
　一般会計は前年度比９千万円（7.6％）減の11億円を計上し
ています。

 当初予算の概要

科　　目 予算額 構成比
1 村税 51,454 4.7%
2 地方譲与税 5,780 0.5%
3 利子割交付金 17 0.0%
4 配当割交付金 92 0.0%
5 株式等譲渡所得交付金 26 0.0%
6 地方消費税交付金 5,739 0.5%
7 特別地方消費税交付金 1 0.0%
8 自動車取得税交付金 1,636 0.1%
9 地方特例交付金 500 0.0%
10 地方交付金 610,000 55.5%
11 分担金及び負担金 2,477 0.2%
12 使用料及び手数料 7,064 0.6%
13 国庫支出金 11,518 1.0%
14 県支出金 14,128 1.3%
15 財産収入 959 0.1%
16 寄付金 1 0.0%
17 繰入金 217,380 19.8%
18 繰越金 10,000 0.9%
19 諸収入 118,228 10.7%
20 村債 43,000 3.9%

合　　　計 1,100,000

科目 予算額 構成比
1 議会費 27,782 2.5%

2 総務費 142,283 12.9%

3 民生費 153,422 13.9%

4 衛生費 69,094 6.3%

5 農林水産業費 80,034 7.3%

6 商工費 118,969 10.8%

7 土木費 208,203 18.9%

8 消防費 49,072 4.5%

9 教育費 106,610 9.7%

10 災害復旧費 2 0.0%

11 公債費 142,029 12.9%

12 諸支出金 500 0.0%

13 予備費 2,000 0.2%

合計 1,100,000

一般会計歳入内訳	 （単位：千円、％）一般会計歳出内訳	 （単位：千円、％）

平成24年度の主な事業
■作業道開設事業	 900万円
■公衆トイレ洋式化事業	 500万円
■奥秋松狩線法面工事	 800万円
■第２源泉掘削事業	 2,400万円

平成
24年度一般会計予算	 11億円

特別会計予算
	 7億9,375万円
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■
教
育
委
員
の
任
命

　
柳
場
正
喜
さ
ん
が
新
た
に
教
育

委
員
に
任
命（
新
任
）さ
れ
ま
し
た
。

■
条
例
改
正

　
各
種
委
員
等
の
報
酬
並
び
に
費

用
弁
償
条
例
、
税
条
例
、
定
住
促

進
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
、
介

護
保
険
条
例
等
の
改
正
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

■
平
成
23
年
度
補
正
予
算

　
各
会
計
の
不
要
額
の
減
額
が
主

な
内
容
で
す
。

新
し
い
教
育
長
に
柳
場
正
喜
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

　
４
月
２
日
、
教
育
委
員
会
が
開

催
さ
れ
教
育
長
に
柳
場
正
喜
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た
。

　
柳
場
教
育
長
は
山
梨
市
下
栗
原

在
住
で
す
。

　
村
民
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

　
４
月
か
ら
丹
波
山
村
教
育
委
員

会
教
育
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
教
育
行
政
に
携
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
柳
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
丹

波
山
の
教
育
の
更
な
る
充
実
と
発

展
の
為
に
日
々
勉
強
を
重
ね
職
務

を
全
う
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で

子
供
た
ち
の
確
か
な
成
長
を
支

え
、
夢
と
希
望
を
抱
き
な
が
ら
自

信
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
子
を
育

て
て
行
く
こ
と
が
教
育
の
使
命
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
丹
波
山
の
教
育
は
〝
元
気
い
っ

ぱ
い
〟〝
笑
顔
い
っ
ぱ
い
〟〝
優
し

さ
い
っ
ぱ
い
〟
に
伸
び
よ
う
と
す

る
こ
ど
も
を
育
て
て
い
る
な
　
と

村
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
を
寄
せ

て
頂
け
る
よ
う
学
校
現
場
の
先
生

方
と
一
緒
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

　
教
育
行
政
だ
け
で
な
く
丹
波
山

の
地
域
力
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努

力
致
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

村 議 会

　　村議会の３月定例会は３月12日
に開会し、３月14日に閉会いたしま
した。
　審議された内容は、人事案件１件、
条例改正６件、規約変更１件、補正
予算12件、当初予算11件の議案が提
出され、すべて原案のとおり可決さ
れました。

3月定例会

教育委員の顔ぶれ

職　名 氏　　名 任　　期
委員長 廣瀬　俊之 平成24年９月30日
職務代理 守屋多賀子 平成24年９月30日
委　 員 岡部てる代 平成25年９月30日
委　 員 廣瀬　浩蔵 平成26年９月30日
教育長 柳場　正喜 平成27年９月30日

（平成24年４月２日現在　敬称略）

教
育
長
就
任
挨
拶

地区名 区　長 区長代理 自主防会長 育成会 体育指導員 隣　　保　　長

奥　秋 嶋﨑　　啓 木下　寿文 守屋　要作 木下　喜人 吉野　一也
芦澤まゆみ

１木下　　勲　　２芦澤　弘昭　　３木下　浩一
４岡崎淳一郎　　５田辺　邦利　　６舩木　憲夫

上　組 守屋　保志 河村　節雄 坂本　英光 守屋　保志 嶋﨑　竜馬
守屋真由美

１守屋　芳子　　２白木　敏彦　　３守屋　照彦
４白木　昭一

中　組 守岡　昌富 清水　善明 守屋　富重 土屋　　俊 守岡　公壽
守岡　美香

１守屋　孝芳　　２守岡　榮喜　　３舩木　　忠
４守屋　富重

下　組 芦澤将一郎 芦澤　敦生 舩木　利春 田中　寿二 岡部　英利
中村　達也

１舩木　利春　　２坂本　久一　　３山本　栄二
４芦澤　敦生　　５広瀬　栄一

高　尾 橋詰　　武 橋詰　　修 楳澤千代男 大河　和教 守屋　秀寿
嶋﨑　忠久

１田中　満之　　２吉村　好一　　３山田　　久
４楳澤　武人　　５守屋　忠光

押垣外 岡部　光男 青栁　和夫 舩木　昭和 守岡　辰之 芦澤　泰士
白木　敦子 １岡部　貞夫　　２岡部　光治　　３岡部　良雄

保之瀬 舩木　　伯 長谷川達弥 舩木日出夫 舩木　和久 舩木　健一
岡部　　晃 １船木　昭夫　　２岡部　　清　　３河村　栄子

東　部 松島　三郎
吉野　勝一
河村　清一
小林　敏男

酒井　正光 嶋﨑　夏子 吉野　勝一
河村八重子

１芦澤千代子　　２嶋﨑　　晃　　３吉野　皓司
４酒井　クノ　　５河村　清久　　６梅田　あさ
７河村　清一　　８岡部　伴作　　９小林　一三

平成24年度　各地区新役員名簿
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食
生
活
改
善

　
　
推
進
員
の
活
動

食
生
活
改
善

　
　
推
進
員
の
活
動

　
平
成
24
年
度
も
食
生
活
改

善
推
進
員
の
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
12
名
の
食
生
活
改
善

推
進
員
が
食
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
11
月
に
羽
村
市
に

研
修
に
行
き
、
衛
生
面
に
も

気
を
つ
け
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
今
年
も
各
地
区
で
「
健
康
第

一
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
高
血
圧
・
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
食
事

か
ら
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
村
民
の
皆
様
、
是
非
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
４
月
１
日
（
日
）
郷
土
民
俗
資
料

館
で
丹
波
山
村
消
防
団
任
命
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
２

名
の
新
入
団
員
が
加
わ
り
、
２
名
の

団
員
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。
長
い

間
ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
年
１
年

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
消
防

団
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

順
不
同
、
敬
称
略

新
入
団
員
　
守
屋
　
　
旭

　
　
　
　
　
武
川
　
悌
久

退
団
者
　
　
団
員
　
田
中
　
寿
二

　
　
　
　
　
団
員
　
清
水
　
善
明

消
防
団

任
命
式

丹
波
山
村

温かな善意
ありがとう

ございました

３
万
円

舩
木
　
文
雄 
様

３
万
円

長
谷
川
恵
子 

様

３
万
円

木
下
　
増
平 

様

福
祉
の
た
め
に

生
活
に
リ
ズ
ム
を
も
た
せ
ま
し
ょ
う

　

睡
眠
時
間
・
食
事
時
間
・
自
由
時
間
な
ど
生
活
に
リ
ズ
ム
を
も
た
せ
、

休
養
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

●
早
め
に
気
づ
こ
う
自
分
の
ス
ト
レ
ス

　

�

生
活
の
乱
れ
は
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
の
も
と
。
精
神
的
ス
ト
レ
ス
は
、

気
づ
き
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切
で
す
。

●
睡
眠
は
気
持
ち
よ
い
目
覚
め
が
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　

�

平
均
6
時
間
。
毎
日
同
じ
リ
ズ
ム
で
質
の
高
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

●
入
浴
で
か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

�

入
浴
は
疲
労
・
緊
張
の
解
消
、
リ
ン
パ
液
の
循
環
、
代
謝
促
進
等
に

有
効
で
す
。
年
齢
や
身
体
状
況
に
応
じ
た
入
浴
が
効
果
的
で
す
。

●
旅
に
出
か
け
て
、
心
の
切
り
換
え
を

　

�

旅
行
で
、
能
動
的
な
心
の
切
り
換
え
を
す
る
こ
と
は
、
心
の
疲
れ
を

と
る
こ
と
に
有
効
で
す
。

●
休
養
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
で
能
率
ア
ッ
プ
と
過
労
防
止

　

�

仕
事
に
見
合
っ
た
休
養
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
休
養
を
取
る

こ
と
で
、
能
率
も
上
が
り
ま
す
。

ゆ
と
り
の
時
間
で
み
の
り
あ
る
休
養
を

　

無
理
な
く
長
続
き
の
で
き
る
休
養
の
仕
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う

●
1
日
30
分
、
自
分
の
時
間
を
見
つ
け
よ
う

　

�

1
日
30
分
で
も
、
の
ん
び
り
と
し
た
ひ
と
時
を
作
り
ま
し
ょ
う

●
活
か
そ
う
休
暇
を
真
の
休
養
に

　

�

休
日
は
疲
れ
を
と
っ
て
、
趣
味
や
余
暇
活
動
で
ゆ
っ
た
り
休
養
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
長
め
の
休
暇
で
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
運
動
を
す
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

●
ゆ
と
り
の
中
に
楽
し
み
や
生
き
が
い
を

　
�

楽
し
み
や
生
き
が
い
で
、
心
の
切
り
換
え
・
ス
ト
レ
ス
解
消

　

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
新
生
活
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
緑
の
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
上
手
に
「
休
養
」
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

休
養
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
身
体
の
疲
れ
や
心
の
疲
れ
を
取
り

除
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。
生
活
に
取
り
入
れ
、

す
こ
や
か
な
心
身
を
は
ぐ
く
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
休
養
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■�
東
京
都
水
道
局
で
は

　
多
摩
川
上
流
域
の
民
有
林

　
を
購
入
し
て
い
ま
す

 

東
京
都
水
道
局
で
は
、
林
業
不

振
等
に
よ
り
手
入
れ
が
で
き
ず
、

所
有
者
が
手
放
す
意
向
の
あ
る
民

有
林
を
試
験
的
に
購
入
す
る
「
民

有
林
購
入
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た

は
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
公
募
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

　
＊
消
印
有
効

▼
問
合
せ
先

　
東
京
都
水
道
局

　
民
有
林
購
入
モ
デ
ル
事
業
担
当

　
☎
0
3
︲
5
3
2
0
︲
6
4
3
7

■�

特
定
健
診
（
基
本
健
診
）・

各
種
が
ん
検
診
の

　
お
知
ら
せ

▼
日
　
時

　
平
成
24
年
5
月
17
日
（
木
）

▼
受
付
時
間

　
午
前
8
時
00
分
～
10
時
30
分

ま
で

▼
場
　
所

　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

特
定
健
診
（
基
本
健
診
）

○�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
20
歳
以
上
の
方

○�

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て

い
る
方

○�

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
本

人
以
外
の
方（
20
歳
以
上
の
方
）

骨
粗
鬆
症
検
査

○�

40
歳
以
上
の
住
民

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

○�

H
24
年
度
中
に
40
歳
に
到
達

す
る
方
及
び
こ
れ
ま
で
に
受
け

た
こ
と
が
な
い
方

が
ん
検
診

○�

20
歳
以
上
の
住
民

※�
た
だ
し
、
前
立
腺
が
ん
検
診
は

50
歳
以
上
の
男
性

☆�
詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し

た
「
チ
ラ
シ
（
ピ
ン
ク
色
）」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

子
宮
頸
が
ん
検
診

　（
車
検
診
）

▼
日
　
時

　
平
成
24
年
6
月
14
日
（
木
）

　
午
後
2
時
～
3
時
ま
で

▼
場
　
所

　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
20
歳
以
上

▼
負
担
金
　
7
0
0
円

■�

子
宮
頸
が
ん
検
診

　（
施
設
検
診
）

▼
対
象
者
　
20
歳
以
上

▼
負
担
金
　
2
，
2
0
0
円

※�

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
（
山
梨

県
内
約
40
か
所
）
で
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
生
活
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■「
た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い

　
て
考
え
よ
う
」
週
間
　

　
5
月
31
日
～
6
月
6
日

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
直
接
吸
わ

れ
る
〝
主
流
煙
〟
と
火
元
か
ら
立

ち
上
が
る
〝
副
流
煙
〟
が
あ
り
ま

す
。
主
流
煙
に
は
、
約
4
0
0
0

種
類
も
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
、

そ
の
う
ち
約
2
0
0
種
類
以
上
は

発
ガ
ン
物
質
を
は
じ
め
と
す
る
有

害
物
質
で
す
。
副
流
煙
に
は
、

主
流
煙
以
上
に
有
害
物
質
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
が
あ
な
た
と
周
り
の
ひ

と
の
か
ら
だ
に
与
え
る
影
響

◇�

が
ん
や
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な

ど
の
発
症
率
が
高
く
な
る

◇�

呼
吸
器
の
障
害
が
お
こ
り
や
す

く
な
る
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
C
O
P
D
）
な
ど
）

◇
不
妊
症
や
胎
児
へ
の
影
響

◇�

肌
荒
れ
や
肌
の
老
化
が
促
進
さ

れ
る
、
口
臭
、
歯
が
汚
れ
る
、

食
欲
低
下
な
ど

　
た
ば
こ
は
自
分
ひ
と
り
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ば
こ
と
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
新
し
い
お
ま
わ
り
さ
ん

　
で
す

　
山
梨
県
警
の
人
事
異
動
で
岡
警

部
補
の
後
任
と
し
て
、機
動
隊
か
ら

宮
川
淳
警
部
補
が
着
任
し
ま
し
た
。

　
宮
川
さ
ん
は
30
才
、独
身
で
す
。

■「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

　
サ
ロ
ン
」
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
は
、各
地
区
で
毎
月「
い

き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
で
は
、「
井
戸
端
会
議
」

や
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る
た
め
の

運
動
、
一
緒
に
お
や
つ
を
作
っ
た

り
等
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▼
参
加
者
　
地
区
の
住
民
誰
で
も

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
老
い
も
若
き
も
一
緒
に
集
ま

り
、
共
に
元
気
に
な
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

▼
会
　
場

　
各
地
区
の
公
民
館
・
集
会
所

▼
時
　
間
　
１
時
30
分
程
度

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
生
活
課

　
☎
８
８
︲
０
２
１
１

■
や
ま
び
こ
支
援
学
校

　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の

　
お
知
ら
せ

　
本
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
授
業
や
校
内
の
様
子
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
時

　
平
成
24
年
６
月
５
日
（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
～
12
時

　
な
お
、
当
日
は
、
教
育
相
談
も

実
施
し
ま
す
。

　
見
学
や
相
談
を
ご
希
望
の
方

は
、
５
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
・
申
込
先

　
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校

　
支
援
指
導
部

　
☎
０
５
５
４
︲
２
３
︲
１
９
４
３

お
知
ら
せ
　Inform

ation

　社団法人大多摩観光連盟主催による第１回
―多摩げた食の祭典―大多摩Ｂ級グルメが開催
され、丹波山村からは丹波鹿コロッケ・丹波鹿
ドックが出店しますのでご来場ください。
　　　　　平成24年５月26日（土）・27日（日）
　　　　　11：00～17：00
　　　　　東京サマーランドファミリーパーク
　　　　　駐車場（あきる野市）
　　　　　大多摩観光連盟加盟市町村による観
光ＰＲコーナー・グルメコーナーの出展と郷土
芸能を楽しむことができます。
　詳細は大多摩観光連盟ホーム
ページをご覧ください。
▶ http://www.ohtamageta.com

―多摩げた食の祭典―
大多摩Ｂ級グルメが開催

されます

場　　所

イベント内容

日　　時
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　加齢に伴い体力や意欲が低下すると、日常生活が不
自由になります。
　閉じこもりになり心身の機能が衰え、やがて認知症
や転倒、骨折により要介護状態になりかねません。軽
く身体を動かしたり、おしゃべりしたり、皆さんも介
護予防プログラムに参加しませんか？仲間とお互いに
刺激し合いながら楽しく脳や筋肉を活性させましょう。
　現在第１クール（平成24年４月～９月）を実施中です。

第２クール（平成24年10月～平成25年３月）に参加希
望の方は社会福祉協議会・電話番号88−0480に連絡
して下さい。後日参加申込書をお届けします。

★平成24年度実施予定日
　毎月第２・第４木曜日に実施
　＊�日程につきましては、都合により変更する事があ
ります。

「らくらく・いきいき健康クラブ」
を実施しています

対 象 者

65歳以上の高齢者・介護保険の要介護認
定で「自立」と認定され、通所・訪問・
その他の介護サービスを受けていない方
で、出来る限り全日程参加で来る方。

場　　所 高齢者福祉センター２階会議室

時　　間 受付：12時40分　開始：13時～15時まで
（体調チェックを行います）

持ち物等
室内用運動靴・タオル等運動しやすい服
装でお越し下さい。
★送迎を希望する方は申し出て下さい★

参 加 料 障害保険料として１クール300円
（その他経費がかかる場合があります。）

居宅支援専門員　　　　　酒井　智子

福祉専門員・生活相談員　舩木　良美

生活相談員・介護職員　　芦澤小百合

調理員・介護職員　　　　岡部　民子

介護職員　　　　　　　　芦澤千歳瀬

介護職員（非常勤）　　　  守岡　美香

アルバイト　　　　　　　坂本　裕子

社会福祉協議会（高齢者生活福祉センター）

平成24年度
丹波山村
介護予防事業

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
支
え
が
必
要
な
高
齢
者
の

安
定
し
た
暮
ら
し
を
地
域
ぐ
る

み
で
支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点

と
な
る
機
関
で
す
。
自
分
ら
し

く
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
村
の

保
健
師
や
社
会
福
祉
協
議
会
の

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
協
力
し

合
い
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
役
場
の
住
民
生
活
課

に
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
高
齢
者

以
外
の
地
域
の
方
の
相
談
窓
口

と
し
て
、「
こ
ん
な
と
き
ど
う

し
た
ら
？
」「
こ
ん
な
こ
と
が

聞
き
た
い
」
な
ど
な
ど
、
生
活

の
心
配
事
や
疑
問
点
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
、
ど
な
た
で
も
結
構

で
す
の
で
、
私
た
ち
に
声
を

お
か
け
く
だ
さ
い
。
電
話
、
窓

口
、
訪
問
な
ど
、
個
々
に
応
じ

て
対
応
し
ま
す
。
医
療
機
関
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
関
連

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

よ
り
安
心
あ
る
生
活
を
お
守
り

し
ま
す
。

▼
主
な
事
業
内
容

　�

地
域
高
齢
者
へ
の
総
合
的
な

支
援
（
包
括
支
援
事
業
）

○�

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

　�

介
護
予
防
の
相
談
や
介
護

予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
を

行
い
ま
す

○
総
合
相
談
・
支
援

　�

介
護
保
険
だ
け
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
地
域
資

源
を
利
用
し
た
総
合
的
な
支

援
を
行
い
ま
す

○�

権
利
擁
護
、
虐
待
早
期
発

見
・
防
止

　�

高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守

る
権
利
擁
護
事
業
の
拠
点
と

し
て
、
成
年
後
見
人
制
度
の

活
用
や
虐
待
の
早
期
発
見
・

防
止
を
進
め
て
い
き
ま
す

○�

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

　�

困
難
な
ケ
ー
ス
に
対
す
る
助

言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
村
役
場
　
住
民
生
活
課

　
☎
８
８
︲
０
２
１
１

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　   

で
す
！

こ
ん
に
ち
は

対象者・時間・場所等

丹波山村社協福祉協議会からのお知らせ

平成24年度社会福祉協議会組織図
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丹波山村行政組織図
課長 橋詰　　武 ・課の統括　人事
主幹 吉野　一也 ・税務全般　消防団　防災
主幹 白木　敦子 ・選挙　議会　給与
副主査（兼） 長谷川達弥 ・財政全般　過疎対策　財産管理　企画　広域
主事 瀧本　清明 ・イベント　交通　統計　庶務
会計管理者 長谷川達弥 ・出納
臨時職員 吉野　松見 ・出納　庶務
課長 木下　喜人 ・課の統括　環境衛生
主幹 芦澤将一郎 ・戸籍　年金　児童福祉
主任 岡部　英利 ・国民健康保険　簡易水道　下水道
主任 中村　達也 ・介護　障害　民生委員
保健師 守屋　朋美 ・保健事業
保健師 藤森希美江 ・保健事業
業務員 舩木　健一 ・水道技術員
主任 久保田崇史 ・保育士
臨時職員 守岡登美子 ・保育補助
臨時職員 河村　保子 ・保育補助
臨時職員 橋詰　幸子 ・給食調理　所内用務
パート 木下小枝子 ・保育補助
医師 古屋　禎男 ・医師
看護師 武井　千春 ・看護師
主事補 酒井　裕子 ・医療事務
パート 舩木みゆき ・受付　所内用務
歯科 渡邊日出男 ・歯科
センター長（兼） 木下　喜人 ・センター統括
主任（兼） 中村　達也 ・事務
保健師（兼） 守屋　朋美 ・包括支援事業
保健師（兼） 藤森希美江 ・包括支援事業
課長 田中　寿二 ・課の統括　商工
主幹 木下　武久 ・林務全般　
主任 相生　有得 ・農務　土木　住宅
課長 木下　和彦 ・支配人　課の統括
主査 芦澤　泰士 ・観光全般　水源の里
業務員 白木　敏彦 ・副支配人
業務員 田中　裕子 ・温泉・道の駅業務
業務員 舩木　　翼 ・温泉・道の駅業務
臨時職員 小池　文夫 ・村営つり場管理人
パート 楳澤千代男 ・ローラーすべり台管理人
次長 坂本　五一 ・委員会事務の統括　学校教育　社会教育
副主査 守屋　　剛 ・社会体育　有線テレビ　広報　ホームページ
臨時職員 木下　礼子 ・給食調理
臨時職員 岡部　智子 ・給食調理
村単教員 望月　里紗 ・小学校教諭
村単教員 渡邉　里紗 ・小学校教諭
村単教員 依田志津香 ・中学校養護教諭
臨時職員 守屋　英子 ・小学校用務
臨時職員 清水　　都 ・中学校用務
臨時職員 廣瀬　清美 ・中学校事務
パート 守屋モリエ ・資料館用務

書記長（兼） 橋詰　　武 　書記（兼）　白木　敦子

局長（兼） 橋詰　　武 　書記（兼）　白木　敦子

局長（兼） 橋詰　　武 　書記（兼）　長谷川達弥

局長（兼） 橋詰　　武

局長（兼） 橋詰　　武 　書記（兼）　吉野　一也

局長（兼） 田中　寿二 　書記（兼）　相生　有得

消防司令 木下　栄和 ・出張所長
消防司令補 舩木　正之 ・救急救命士
消防士長 河村　和彦 ・救急救命士
消防副士長 舩木　政和
消防士 酒井　勝平

　

出納室

保育所

診療所

地域包括支援
センター

温泉・道の駅

水源の里

給食センター

小・中学校

郷土民俗資料館

丹波山出張所

選挙管理委員会

議会事務局

監査委員会事務局

公平委員会事務局

固定資産評価審査委員会事務局

農業委員会事務局

住民生活課

振　興　課

平成24年4月1日　現在

総務企画課

村
長

岡
部
　
政
幸

教
育
委
員
会

大
月
市
消
防
署

温泉観光課

教育長
柳場　正喜

　４月１日付で村の機構改革により新たに振興課
の設置と村職員の人事異動がありました。舩木翼
が職員として採用され温泉観光課に配属となりま
した。新たな配置は次のとおりです。

平成24年度
村職員の配置と担当


